
 

 

 

 

 

 

 

JRAL青森県支部会員各位、県

支部役員、監査指導委員各位、登

録クラブ員各位には日頃より県

支部事業活動にご支援ご協力を

頂き誠にありがとうございます。 

 6 月末より新支部長に就任い

たしました。槻木澤でございま

す。自己紹介をさせて頂きます。

昭和 54 年開局 9 月現在 67 歳です。八戸市在住 仕事は 1 年半前に定年退職して、自営業でネ

ットワーク構築業をしております。 

資格 第一アマチュア無線技士、第二級陸上特殊無線技士、二種電気工事士 アマチュア無線の運

用バンドは 3.5MHｚ～1200MHｚ 運用モードはＳＳＢ ＣＷ（耳ならし後ＱＲＶ）ＦＭ デジタ

ルモードはＤＶ、Ｃ４ＦＭ ＦＴ－８等運用中です。 

又 3 年ぶりハムフェア－2022 にいって、八重洲無線初ダイレクトコンバージョンＦＴ－７１

００、アイコムＩＣ－９０５ 144M、430Ｍ、1200Ｍ、2.4G、5.6G オールモード（DV,ATV

付）夢リニアアンプ IC-ＰＷ２等が、発表されました。これらの新製品がさらにライセンスに、捕

らわれずにアマチュア無線が活性化される事を期待しております。 

JARL では D-STARレピーターとアナログレピーターの局免許発行、ＱＳＬカード転送、が主

と思われるますが、支部の技術講習会でＣＱ誌に載っていることに関して、定期的に実施したいと

思います、例としてＱＳＬカードと管理で普及している、ターボハムログで、ご自分のプリンター

持参で実際のカード発行等を考えております。 

又 3 年ぶりに支部大会開催あたり、感染防止対策としてご来場の方の検温、手指消毒、会場換

気に為、前夜祭、本大会ともホテルで開催する事に致しました。アマチュア無線の楽しみは、ロー

カルラグチユ－、車からや出かけた先など交信、日本中のアマチュア局と交信、海外のアマチュア

局と交信等相手先でちがいますが、コンテスト、アワード、自作アンテナ製作、ロケーション良い

場所への移動運用等があります。 

青森県支部会員数、県人口は宮城県、福島県に続き僅差で岩手県より多い 122 万人で、2022

年 6 月現在、東北最下位の会員数です。是非お近くアマチュア局でまだ JARL に入会、頂けるア

マチュア局がいらっしゃいましたらおご紹介の程宜しく願い申し上げます。第 50回支部大会会場

でＪＡＲＬ会費代行受付もしておりますので、少ない支部費の中に報奨金で入金されますので会費

継続を会場でお願いします。 

今後青森支部「会員皆様ファースト」で尽力致しますのご協力の程お願いします。 

以上就任のご挨拶とさせて頂きます。 
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会員の皆様方におかれましては益々ご清

栄のこととお慶び申し上げます。日頃、ＪＡ

ＲＬ青森県支部事業活動にご協力を頂き厚

く御礼申し上げます。 

 新型コロナウイルスの感染拡大がいまだ治まらず、オミクロン株の新たな

派生型ウイルスに置き換わり、いつ以前の社会活動に戻れるか判らない状況

です。 

 私は本部長に就任して以来、年一度各県にお邪魔して会員のご意見を聞く

のを楽しみにしておりました。この 3年、東北の会員の所にお邪魔できないが続いています。 

 平成６年以来減少続けていました会員が、昨年２７年ぶりに令和３年３月、前年比６１７名増加

に転じ、今年も令和４年 3月、前年比２８８名の増加になり「会員増強組織強化委委員会」の委員

長としては、日頃の会員の地道な活動、協力のお陰と感謝申し上げます。 

 ＪＡＲＬの身近な活動としては、総務省がワイヤレス人材育成のための、アマチュア無線に係る

制度・環境等の実現に向けての助言・提言を有識者から得ることを目的として、「ワイヤレス人材

育成のためのアマチュア無線アドバイザー会議」を開催しており、同アドバイザーボードにＪＡＲ

Ｌが参画し次世代育成の取り組みについてワイヤレス人材育成の観点から、会長が参加し提言を行

っております。 

 また昨年度の理事会で、各地方本部費の繰越金が通年の 2 倍超であることが指摘され東北地方

本部も半分に減らされ、各県の支部長さんには減額をお願いした次第です。私は会員がいて支部が

あり、支部があって地方本部があり、ＪＡＲＬがあると思っておりますので、今回の決定には苦渋

の決断だと思ってください。これに懲りず、地方本部へのご協力よろしくお願いいたします。 

 また、災害には地域のボランティア活動に積極的に参加し、アマチュア無線を身近なものとして

の活動も合わせてお願い致します。 

 青森県支部会員皆様の益々のご活躍と、そしてコロナウイルスの早い終息をお祈りご挨拶と致し

ます。 
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 会員の皆様方におかれましては益々ご清栄

のこととお慶び申し上げます。 

この度、JR7JAW 槻木澤稔青森県支部長の指

名で青森県監査指導委員長に就任しました。 

 前委員長が 30 年間の長きにわたり務められた後ですので、いろいろ比較さ

れることはありと思いますが私なりに責任を果たしていきたいと思います。 

 昨今は U・V 帯での運用違反（ノーコール運用、使用区分違反）等々が増えて

いる状況です。青森県支部でも 4 年前、アマチュアガイダンス局と総務省の規

制局との合同規制を青森市で開催しましたが、来年度は八戸市、もしくは弘前に等々で開催したい

と思っております。今年は 3 年ぶりに JARL 青森県支部大会を八戸市で開催するとの事です。青

森県支部の会員とお会いすることを楽しみにしております。 

総務省規制局の規制文の 1例を紹介して、簡単ですがご挨拶に変えたいと思います。 

「ノーコール運用」 

（第 1段） 

こちらは、電監規正仙台可搬 30。総務省東北総合通信局です。アマチュア局を運用するときは、

必ずコールサイン言いましょう。会話が長時間になる場合は 10 分間に 1 回程度コールサインを

言いましょう。ご不明な点は、電話番号 022-221-0641までお問い合わせください。 

（第 2段） 

アマチュア局の運用を行う場合には、必ずコールサインを送信しなさい。 

なお、免許を受けずに無線局を開設した場合は、1年以下の懲役または百万円以下の罰金に処され

ます。 

「使用区分違反」 

（第 1段） 

あなたの発射している電波は周波数の使用区分違反をしています。直ちに適切な周波数に移行して

ください。主に 144，72Mhz から 145、78Mhz までです。（以下略） 
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 JARL 青森県支部会員各位においては、日

頃アマチュア無線を十分にお楽しみの事と思

います。 

 この度、JARL 青森県支部長を退任にあた

りご挨拶を申し上げます。 

２０１８年（平成 30 年）より２期４年間支

部長を務めさして頂きました。 

この間、会員各位には支部事業に対しては、多大なるご支援ご協力頂きまして

誠にありがとうございました。特に支部事業のメインであります「青森県支部大会・ハムの集い」

第４6 回八戸大会（平成 30 年）第４7回青森大会（令和元年）と開催しましたが、その後ご存じ

のように新型コロナの蔓延により支部大会が開催されずに至り、会員各位には誠に申し訳ありませ

んでした。 

 令和２年、令和３年その間支部事業を会員各位にお知らせするため、「青森県支部報」を配送出

来た事が唯一の成果ではないかと思っております。それまでは支部大会参加者のみの周知でありま

したので会員各位には納得頂けたと思います。 

 また、JARLの会員増強運動企画支援に支部として参画し会員各位のご協力・ご支援によりそれ

なりの成果がありました事に誠にありがとうございました。 

 今年度は、「第５０回青森県支部大会・ハムの集い」が JR7JAW槻木澤新支部長のもと八戸市

で開催されますので皆様のご来場をお待ちしております。 

 私ごとでありますが、退任にあたり今年度の東北地方本部区域毎の社員に立候補しました。

JARL 髙尾会長、尾形副会長、佐藤監事の推薦を受け、また会員各位のご支援により２２２票を頂

き当選させて頂きました。 

所信としまして、JARL青森県支部運営に総務幹事、支部長として長年関与してきましたが、今

後は社員として JARL運営に引き続き貢献します。 

 アマチュア無線の活性化、会員増強運動に啓蒙活動しますので今後ともよろしくお願い申し上

げます。 

JARL 青森県支部の発展と会員各位の FB なハムライフを祈念しまして退任のご挨拶とします。 
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ＪＡＲＬ青森県支部は下記の日程で「第５０回ＪＡＲＬ青森県支部大会＆ハムの集い」を開催

します。アマチュア無線に関心のある方々のご参加をお待ちしています。 

 

 

 

 〇日 時  

令和４年９月２５日（日） 

午前 10時 開場  

 

 〇場 所  

八戸プラザホテル アーバンホール 

      八戸市柏崎 1-6-6 

TEL 0178-44-3121 

 

 〇次 第 

      19：30 受付開始 

      10：00 開  場 (各展示コーナーなど) 

      10：30 開会挨拶 ＪＡＲＬ青森県支部長 

           ご祝辞  ＪＡＲＬ会長 

           ご祝辞  ＪＡＲＬ東北地方本部長 

           第１６回オール青森コンテスト表彰 

           前年度事業報告、同会計報告 

           新年度事業計画案説明、同予算案説明・質疑 

      12：00 お昼 休息 休息後 記念撮影 

      13：00 記念講演  ８ＪＡ１ＲＬ南極昭和基地越冬隊員 氏家氏 

      14：00 記念講演  ＪＡＲＬの近況について 高尾会長より 

                  (ハンディ機持参で直接交信予定) 

      14：30 お楽しみ抽選会 

                  (一等、二等賞はＪＡＲＬ会員のみと致します) 

      15：00 閉  会 

 

〇その他  

記念写真の販売あっせんはありません。 

      写真は県支部ホームページに掲載する画像データを自由にご使用下さい。 
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行     事 月     日 記     事 

ＪＡＲＬ会員増強企画支援に参額 1４月 1１日～1３月３１日 登録クラブの活性化企画 

東日本大震災 10周年復興特別局運用 

８Ｊ７Ｅ／7 

13月 16日～44月 12日 支援登録クラブ 

総運用 3,613局 

支部役員・登録クラブ代表者会議 14月 14日 新年度行事計画・予算等 

第１９回津軽海峡コンテスト 15月 18日～19日 渡島檜山支部優勝、総参加局５５局 

電波の日 記念運用 16月 11日～ 各登録クラブ運用 

コンテスト用・電子ログ作成講習会 

コンテスト委員会主催 

16月 16日 

16月 20日 

津軽地区（青森市） 

八戸地区（八戸市） 

東京オリンピック開催記念特別局運用 

８Ｊ７ＯＬＹＭＰＣＩ／7 

16月 28日～47月 17日 支部登録クラブ 

総運用 1,920局 

支部役員・登録ラブ代表者会議 17月 18日 中 止 

第１５回オール青森コンテスト 17月 24日～25日 
コンテスト委員会 担当 

県内３４局 県外 139局 

青森県支部報発行 19月 13日 県内ＪＡＲＬ会員に発送 

青森県総合防災訓練参加 19月 11日 中 止 

渡島檜山支部大会参加（青函交流事業） 19月 12日 中 止 

第４９回青森県支部大会とハムの集い 19月 19日 中 止 

電波を正しく使おうキャンペーン 10月 21日～31日 監査指導委員会 

18～24日 ガイダンス局運用 

ＪＡＲＬ東北地方本部 会議 11月 27日 支部長会議（仙台市） 

支部役員会議 12月 25日 次年度事業計画（案） 

その他 推進事項 会員勧誘運動、登録クラブ行事の後援 

県内市町村アワードの発行 

渡島檜山支部との青函交流 

※参考行事 ＪＡＲＬ２０２１年アマチュア無線フェスティバル（ハムフェア 2021） 

      ２０２１年１０月 ２日（土）～ ３日（日）東京ビックサイト（中止） 

           東京オリンピック ７月２３日～ ８月 ８日 

           パラリンピック ８月２４日～ ９月 ５日 

※登録クラブ行事計画 

      青森クラブ   海の日記念運用( ７月 22日) 

               移動運用 外ヶ浜町( ９月 25～26日） 

      各登録クラブ   ８Ｊ７ＪＯＭＯＮ局運用( ８月 １日～１２月３１日） 

               北海道・北東北の縄文遺跡群世界遺産登録記念ＪＡＲＬ特別局 
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行     事 月     日 記     事 

支部役員会議 14月 29日 新年度行事計画・予算等 

第２０回津軽海峡コンテスト 1５月 17日～１８日 支部長 担当 

電波の日記念運用 16月１1日 各登録クラブ運用 

第 11回ＪＡＲＬ定時社員総会 16月 26日 東京都 役員選任（支部長等） 

支部役員・登録クラブ代表者会議 17月１７日  

第１６回オール青森コンテスト 17月 23日～２４日 コンテスト委員会 担当 

第１回ＪＡＲＬ東北地方本部 会議 18月  6日 支部長 

青森県総合防災訓練参加 19月１１日 日赤アマチュア無線奉仕団 

青森県支部報発行 19月 15日 会員には支部大会で配布 

支部役員・登録クラブ 

監査指導合同会議 
19月 24日 八戸プラザホテル（案） 

ＪＡＲＬ青森県支部 支部大会前夜祭 

第 50回青森県支部支部大会とハムの集い 

19月 24日 

11～ 25日 
八戸プラザホテル（案） 

電波を正しく使おうキャンペーン 10月 21日～31日 
各支部登録クラブ等 

監査指導委員会 担当 

支部役員会議 12月１4日 次年度事業計画（案） 

ＪＡＲＬ東北地方本部 会議 13月  日 支部長 

その他 推進事項 会員勧誘運動、登録クラブ行事の後援 

県内市町村アワードの発行 

渡島檜山支部との青函交流 

 

※参考行事 ＪＡＲＬ２０２2アマチュア無線フェスティバル（ハムフェア 2022） 

          ２０２2年 8月 20日（土）～21日（日）東京ビックサイト 

      全日本ＡＤＲＦ競技大会 日程は未定 
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※従って次年度繰越は 380,211－209,179＝ 171,032 となります。 

(令和 3年４月１日から令和 4年３月３１日まで) 

※単位：円 

【予 算】  【実 績】 

(収 入)    (収 入)   

 支 部 費 255,000   支 部 費 255,000 

 前期繰越金 119,410   前期繰越金 119,410 

 雑 収 入 0   雑 収 入 5,800 

  計 374,410   受 取 利 息 1 

     計 380,211 

       

(支 出)    (支 出)   

 会 議 費 50,000   会 議 費 40,067 

 催 事 費 160,000   催 事 費 109,359 

 通 信 費 30,000   通 信 費 8,270 

 事務印刷費 30,000   事務印刷費 14,227 

 コンテスト費 50,000   コンテスト費 32,110 

 予 備 費 54,410   雑 費 5,146 

  計 374,410    計 209,179 

 

（令和 4年４月１日から令和 5年３月３１日まで） 

※単位：円 

(収入)    (支出)   

 支 部 費 150,000   会 議 費 50,000 

 令和 3年繰越高  171,032   催 事 費 160,000 

 雑 収 入 0   通 信 費 30,000 

  計 321,032   事務印刷費 30,000 

      コンテスト費 50,000 

      予 備 費 1,032 

       計 321,032 
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当クラブの近況を報告します。一昨年度、昨年度と同様、新型コロナウイルスの感染拡大防止のため総会を書

面表決とし、会員皆様から令和 4年度の事業計画等の了承が得られたところです。 

事業計画実施の中で、同ウイルスの感染が青森市内でも広まってきていることから同市の意向を踏まえ合浦公

園内での「観桜会」を中止とし、青函連絡船メモリアムシップ八甲田丸での「電波の日」公開運用を 5月 29日

に実施しました。7月 18日はコロナ感染に注

意しながら「海の日」公開運用を予定しました

がちょうどそのころ青森県内のコロナ感染者

が初めて一日当たり千人に迫る勢いになった

ため急遽中止としました。同日夕方予定してい

た「納涼ビアパーテイ」も中止としました。 

今後のクラブの行事としては 10 月 1 日～

2 日の外ヶ浜町平舘「おだいばオートビレッ

ジ」における恒例の移動運用の実施。12月第

1 土曜日の「年忘れミーテング（忘年会）」の

開催です。コロナ感染が下火になってくれれば

と思っています。 

今年は、毎週行ってきたロールコールが 3月 23日に 2000回を達成し、また月 1回発行のクラブの機関誌

「じょんがら」が来年 2 月に 500 号に達成することから 6 月にこれを記念した記念品を会員全員にクラブと

して贈呈しました。こうした行事のほか、津軽海峡コンテストとオール青森コンテストへの社団局参加、毎水曜

日のロールコール、機関誌「じょんがら」の毎月の発行、ねぶたアワードの発行を行っています。 

 

 

本年もひばり野のクラブ常設アンテナ設置場所

において、津軽海峡コンテストに併せて通常総会

を開催、収支決算、収支予算、事業計画、役員改選

等を決定、本年度の活動がスタートしました。 

昨年は、移動運用（キャンプ）は実施できました

が、クラブの最大のイベントであり会員相互の親

睦会（団結パーテイ）である新年会は、残念ながら

このコロナ過の中で 2 年連続中止せざるを得ませ

んでした。今年は是非とも収束に向い開催できる

よう期待したいものです。 
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今年度の行事の一つであるキャンプ（移動運用）は、例年のとおりクラブ常設アンテナ設置場所においてオー

ル青森コンテストに参加、何とか LOGを提出できました。 

当クラブは、設立当初から移動運用を主体として、毎年町村合併前の五戸地方（五戸町、新郷村、倉石村）３町

村をローテーションし、全国にサービスしてきました。 

写真は、2004年新郷村（大黒森）移動サービス時のものです。 

 例年のフレーズですが、相変らずの高齢化、会員の減少等々クラブ運営も厳しい状況にあります。 

 このような状況でありますが、今後とも地域クラブとして継続的運営、活性化を図っていきたいと思います。

皆様のご指導ご支援をお願いいたします。 

De  

 

 

 

 

当クラブはＨＦＤＸ通信に興味を持つ

青森県内を中心としたメンバーにより昭

和 51年に発足、今年で結成 46年を迎え

るクラブです。発足当初より発行している

会報「AADXA BULLETIN」も本年 8月

で 551 号になり、クラブ員へのネット配

信を中心に、国内友好クラブとの情報交換

等にも活用しています。 

昨今は新型コロナの影響で、年 2回の 1

泊ミーティングや海外遠征、ＤＸペデイシ

ョンへの寄付活動等は進んでいませんが、

クラブ内ネットを併用し常に情報交換を

行い、各種講習会等への支援・協力も行っ

ています。また、今や CW/SSB に代わり

DX交信の主流となった FT-8等のデジタルモードにも積極的に取り組むとともに、メンバーのアンテナ工事等

の際には都度「押しかけ工事隊」を結成し、安全に配慮し協力し合いながらアマチュア無線を楽しんでいます。 

今年、当クラブメンバー有志を中心に世話人会を組織し、青森県内 DX 愛好者の交流・情報交換促進・無線技

術向上等を目的に、10 月 15 日に弘前市内において「DX 情報懇談会」を開催すべく企画・準備しています。

当日は青森県内に加え、7エリア各局にも声掛けし、1エリアから著名な講師を迎え、DXCC フィールドチェッ

ク等も予定しています。 

「ＡＡＤＸＡ」ではアマチュア無線におけるＨＦ帯や海外ＤＸ交信に興味の有る仲間を募集していますので、是

非最寄りのクラブ員まで遠慮なくご連絡ください。 
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弘前アマチュア無線クラブ（JA7YBA）の新

年度総会が 4月 30日、新型コロナ感染予防対

策として 3 期連続の電子メール交換方式で開

催され、JA7AXP 川村敏男会長はじめ全役員

を再選しました。 

事業計画は例年どおり 4アマ・3アマ講習会

への協力、県支部主催コンテストおよびニュー

イヤーパーティ参加などです。 

昨年は 3 アマへのステップアップを応援し

ようと 11月 21日、弘前市で「3アマ試験対

策セミナー」をAAXDAと共催しましたが、参

加者が 1 人だけでした。また、8 月 1 日から

12月31日までは縄文特別局8J7JOMON運

用に協力しました。大森勝山遺跡（弘前市）、亀ヶ岡遺跡・田小屋野貝塚（つがる市）の地元 PR を数回担当し、

7MHz から 28MHz まで CW・SSB・FT8の 3モードでのべ 856局の国内局と交信しました。その際、つが

る市（JCC#0209）で JCC アワードが完成するウズベキスタン（UK）の局とスケジュール QSOを計画しま

したが、悪天候のため実現できませんでした。 

 当クラブでも新デジタルモード FT8 をほとんどの会員が運用しています。ログ管理、カード交換の電子化な

ども含めて、懸命にデジタル時代を追いかけています。 

 

 

 

皆さんこんにちは、「JH7ZYM」 CQ津軽ハムク

ラブです。新型コロナ感染の収まる見通しが全く立

たない中、活動の継続に苦慮しております。我がクラ

ブでは、これまで毎月例会を開催しておりましたが、

飲食を伴うために開催できず、メンバーとの接触は

定期ロールコールやオンエァミーティングと云う形

で何とか活動を継続しております。 

 春になり暖かくなってからは、コロナ感染防止の

観点から野外での活動に重点を置き、６月１１日～

１２日には移動運用を兼ねた通常総会を岩木山の麓

の「ゆとりの駐車帯」で開催。７や８の各局と久し振

りに１４４MHz帯で交信を行いました。 

 又８月２７日～２８日には毎年恒例の夕日海岸移動を深浦町風合瀬海水浴場で行い、仲間との懇親を深めると

共に、７MHz 帯で運用を行いました。１０月の初旬には今年最後の移動運用を行う予定ですので、聴こえまし

たらお声掛け下さい。                          
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我がアマチュア無線十和田クラブで一番アクティブだった JO7JUY金澤浩さんが、今年サイレントキーとな

りました。金澤さんと交信したり、アイボールしたことのある方は、数多くいらっしゃると思います。ともにコ

ンテストで競い合ったり、無線話を楽しんだ日々が忘れられません。新型コロナウイルスの感染防止対策のため、

入所施設で面会することもできませんでした。ご冥福をお祈りいたします。合掌｡ 

当クラブでは、ここ数年､アマチュア無線クラブらしい活動ができていません。一日も早く新型コロナウイルス

感染が収束に向かい､終息することを願うばかりです｡ 

 私事､現在は仕事の都合上､アマチュア無線を楽しむ機会が､めっきり減ってしまいましたが､クラブとともに個

人コールサインが忘れ去られないよう､細く長く楽しんでいこうと思っていますので､皆様どうぞよろしくお願

いいたします。 

  

 

 

 

こんにちは、三戸アマ無線愛好会です。 

コロナ禍の中で各局いかがお過しでしょうか？又、FBなハムライフして

いますでしょうか。 

県南及び上十三地区のコロナ感染拡大により当愛好会も昨年に比べ移動

運用の回数が減っています。新アワードも増えサービスに回りたいのです

がまだ行けていません。 

常置場所運用が多いですが空中線もかなり年数もたったので替え時かな

と思っています（資金目途無し）。 

これからも出来るだけ移動運用で各アワードサービスしたいと思ってい

ます。 

 

     

 

 

 

会員の皆様はいかがお過ごしでしょうか？ 

待望の新局を迎える事が出来て、当クラブ員皆喜んでおります。 

コロナでの自粛は各クラブさんも同じかと思います。その中での無線運用は少なくなった事は過言では無い

かと思います。是非又賑やかなお空にしたいものです。 

無線局は沢山居るのに正しい運用が出来てない日中のコールサインを出さない局への取り締まりの強化を願

うばかりです。 
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 春先の通常総会で、ほぼ例年通りの活動内容を盛り込んだ事業計画案を可決した。「海の日」記念運用やオー

ル青森コンテストの参加、日赤無線奉仕団八戸分団への協力（八戸市総合防災訓練参加）が主な内容だ。 

とはいえ、新型コロナウイルス感染症は先行きが見通せない状況。八戸市で感染が急拡大した時期もあっ

た。「無理せずに、できる範囲」の活動を心掛けた。 

今年で 5 回目を迎えた「海の日」

記念運用とオール青森コンテストは

少人数で、マスク着用、手指消毒など

コロナ対策をした上で、社団局

JA7YFO を運用した。運用場所をひ

ょっこり訪れた非会員と交流を深め

る場面もあった。 

大勢で集まるのが憚（はばか）られ

るコロナ禍は、クラブの活性化には悩

ましい問題。 

智恵を絞り、打開策を模索したい。 

＊写真説明 

コロナ対策をしてコンテスト参加 

 

 

 

 

 

当クラブは昭和 45年(1970年)5月に発足したアマチュア無線を生かしたボランティアグループで、日本赤

十字社の特殊奉仕団として活動しています。 

 青森、弘前、十和田、八戸、三沢、むつ下北、五戸の各分団で構成。 

災害発生時はもとより、この他、各種防災訓練への参加、赤十字活動で行われる救急法・炊き出し訓練参加、研

修会などを行っています。 

 最近は感染症対策で訓練も中止に追い込まれる事が多く、なかなか活動の機会が少ない数年でしたが、これか

らも活動を活性化できるプログラムなどを考え進めていきたいところです。 

活動に興味がある方はメールで事務局の jarl アドレス、委員長の je7jgg 佐藤まで、お住まいの地域、コールサ

イン、お名前と連絡先をお知らせ下さい。 
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毎回の事ですが、当クラブは昭和４８年４月設立なので、今年で４９年目です。 

いよいよ ”トッチバレ” になりうる（？？？）５０年目まで、あと半年余りになりました。 

ですが、辛抱強く（？）クラブの “四本立て行事”（①ロ－ルコ－ル、②総会、③ＦＤ参加、④新年会）の内、

①（８／２５で１９７３回→来年３／２で２０００回の予定）と②は欠かさず続けております。 

そして、その総会ですが、昨今の “コ

ロナ事情” により、一昨年は文書総会

で、昨年（５／１５）と今年（５／２１

→４８回目・・・平成１０年は、諸事情

により総会無し）については、公共施設

を利用し「会議のみ」実施としました。 

その他の行事として、昨年８／１から

１２／３１迄に行われました記念局、

「８Ｊ７ＪＯＭＯＮ」の移動運用への協

力（各 縄文遺跡ある場所にて）、そし

て、各コンテストへの参加。 

内訳⇒昨年１０／９～１０の「全市全

郡コンテスト」＜中津軽郡・西目屋村「道

の駅・ビ－チ」（青森県で一つの村しか

ない貴重な「郡」です。）＞、今年に入って、５／７～８の

「第２０回津軽海峡コンテスト」＜中泊町の「竜泊ライン」

にある、展望台の駐車場（この場所は、Ｖ・ＵＨＦ帯で北海

道の局と多くＱＳＯ出来るので）＞、７／２３～２４の「第

１６回オ－ル青森コンテスト」＜田舎館村の「道の駅いなか

だて」（このコンテストでは、貴重な「村」）＞、等々へ移動

運用を致しました。そしてこのあと、１０／８～９の「全市

全郡コンテスト」へ再び 「道の駅ビ－チ」 での運用を予

定しております。 

しかしながら、このように とりあえず “活発なフリ” 

（？）をしておりますが、ご多分に漏れず 「ロ－トルなク

ラブ」 ですので、「ロ－ルコ－ル＆総会」以外は、参加す

る人数が年々限られて来ている状況です。 
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第 48 回総会 弘前市「泉野コミュニティー施設」にて 

２０２２年７月「オール青森コンテスト」道の駅 

「いなかだて」駐車場にて 

20２２年５月「津軽海峡コンテスト」中泊ライン 

「展望台」駐車場にて 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 組 織 図 
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※   

支 部 長 ＪＲ７ＪＡＷ 槻木澤 稔  八 戸 市 

総務幹事 ＪＡ７ＧＵＸ 成田 賢治  弘 前 市 

会計幹事 ＪＡ７ＣＵＡ 安斎三津夫  弘 前 市 

支部幹事 ＪＡ７ＪＫＥ 小林 惠悦  青 森 市 

 ＪＡ７ＱＬＰ 工藤 博昭  五所川原市 

 ＪＨ７ＤＸＪ 安斎 庄次  青 森 市 

 ＪＨ７ＯＹＶ 栁川  仁  青 森 市 

 ＪＦ７ＰＦＷ 加藤 全健  弘 前 市 

 ＪＧ７ＳＡＦ 工藤 眞己  黒 石 市 

 ＪＥ７ＪＧＧ 佐藤  眸  青 森 市 

   幹 事 

 ＪＮ７ＳＹＹ 佐々木豊満  南部アマチュア無線クラブ 

 ＪＡ７ＡＸＰ 川村 敏男  弘前アマチュア無線クラブ 

 ＪＡ７ＢＵＺ 山本 俊行  ＪＡＲＬ青森クラブ 

 ＪＪ７ＶＥＣ 古舘 正樹  アマチュア無線十和田クラブ 

 ＪＬ７ＧＮＴ 大向富美郞  八戸アマチュア無線クラブ 

 ＪＲ７ＡＷＱ 五十嵐行夫  三沢アマチュア無線クラブ 

 ＪＨ７ＵＬＹ 川崎 謙司  五戸地方アマチュア無線クラブ 

 ＪＰ７ＪＧＯ 田中  寛  八工大一高アマチュア無線クラブ 

 ＪＡ７ＧＵＸ 成田 賢治  津軽スカイクラブ 

 ＪＲ７ＧＢＬ 平川 正敏  オール青森ＤＸ Ａｓｓ‘ｎ 

 ＪＡ７ＦＤＹ 福岡 英俊  青森コンテストクラブ 

 ＪＦ７ＰＦＷ 加藤 全健  ＣＱ津軽ハムクラブ 

 ＪＡ７ＢＬＳ 田端 大資  ＢｅＦＭアマチュア無線クラブ 

 ＪＥ７ＪＧＧ 佐藤  眸  日赤アマチュア無線奉仕団 

 ＪＬ７ＳＦＵ 徳田 勝正  三戸アマチュア無線愛好家 

支 部 長

支部役員 幹 事
コンテスト
委 員 会 登録クラブ 支部会員

総務幹事
会計幹事
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監査指導 

委 員 長 

ＪＥ７ＪＧＧ 

佐藤  眸 
青森市 

監査指導 

副委員長 

ＪＲ７ＪＡＷ 

槻木澤 稔 
八戸市 

監査指導 

委 員 

ＪＡ７ＮＬ 

菊池 聖貢 
階上町 

監査指導 

委 員 

ＪＡ７ＣＵＡ 

安斎三津夫 
弘前市 

監査指導 

委 員 

ＪＡ７ＡＷＭ 

原子  豊 
青森市 

監査指導 

委 員 

ＪＡ７ＢＬＳ 

田端 大資 
八戸市 

監査指導 

委 員 

ＪＡ７ＪＡＲ 

福田  眞 
むつ市 

監査指導 

委 員 

ＪＥ７ＥＶＷ 

塚本  純 
中泊町 

監査指導 

委 員 

ＪＲ７ＡＷＱ 

五十嵐行夫 
三沢市 

監査指導 

委 員 

JG7SAF 

工藤 眞己 
黒石市 

監査指導 

委 員 

ＪＨ７ＯＺＣ 

坂本  健 
鶴田町 

監査指導 

委 員 

ＪＩ７ＲＪＰ 

竹浪 康記 
むつ市 
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